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プレーφー フィッティング システムには%1(ߏ
๏、E1(ߏ๏、1F(ߏ๏などがあります。これΒ
のߏ๏は金ଐ部ࡐを用いてガラスを部分తにࢧ
ମとΈ合Θߏ࣋ࢧ๏でさまざまなߏする࣋
せ る ӳ 国 で 開 ൃ され た1-"/"R F*55*/( 
4:45E.5.をϕースに、日本のݐங݅に合Θせ
てଟ࠼にਐԽしてきたཧతなガラススクリーン
。๏ですߏ
ガラスのಁ明ੑを࠷大ݶに׆かすことができる
のでଟ様なデザインのද現がՄ能となります。

˔ւアイランド・トリトンスクΤア（東京）
　ઃܭ：日ݐઃܭ
大ྛ΄かJ7：ࢪ　
๏ߏ)%1　

ガラススΫϦʔϯ

プレーナー  
ϑΟッςΟング シスςϜ®

関連項目頁
˙おい߹わͤઌ
本൘ࢠσΟʔɾΞϯυɾδʔɾγスςϜࣜג会社�˰ 1����
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๏ߏ)%1

‒ಛɹ
1 σβΠϯੑ

強Խガラスに։けた「݀ࡼ෦」を௨してࡼϘルτ

で࣋ࢧするߏ法です。

ੑࢹಁ 2

ϑラοτでಁࢹ性のߴいガラススΫϦーンをߏす

ることができ、最খの࣋ࢧ点でガラスをࢧえること

がՄ能です。ガラスを࣋ࢧする෦のߏػには、

ϑΟοςΟングφοτとΩϟοプφοτにはさまれ

たۚ（スプϦングプレーτ）でऔりける「'*55*/(�

902/�5:P&」と、ࡼϘルτをҰͭのϑΟοςΟング

φοτにͶじࠐみ、ロουにのせてऔりける

「'*55*/(�90�/�5:P&」の2タΠプがあります。

なお、これらҎ֎の特घなܗঢ়のۚも特घड注で

承ることもՄ能なので、さま͟まな設計プランχン

グのཁٻにରしてもॊೈなରԠができます。มܗ性

能に༏れていますのであらΏるߏମや異ܗガラス

などにもϑレΩシϒルにご採用できます。

� όϦΤーγϣϯ

ガラスに݀を։けるので強Խガラスをج本とし、

合わせガラスなどの多༷なछྨのガラスにもରԠ

Մ能です。

‒ੑ
1�のৼಈにରしてҰൠのカーςンΥールと

ಉ༷のߴい耐性能を࣋っています。また、設計

条件によってはさらにߴい耐性能を࣋たせるこ

ともՄ能です。

2�໘のมܗにରしてはガラスとۚଐ෦ࡐのؒの

ルーζϗールにより࣌のؒมҐをٵऩする

。っています࣋をߏػ

��໘֎のมܗにରしてはϑΟοςΟング・Ϙルτと

ۚଐ෦ࡐのؒにあるラΠφーデΟスΫをհして

ճసし、มܗ角をٵऩするߏػを࣋っています。

※902/、905/ 5:1EҎ֎のಛघなܗঢ়の金もಛघ受として承ることもՄ能です。

˙F*55*/( 902/ 5:1E ˙F*55*/( 905/ 5:1E

ロッキング
（回転）金物の

ルーズホール

ガラスを支持する
フィッティング・ボルト

地震時の層間変位

スウェイ
（移動）

目地シール

ライナーディスク

スプリングプレート
（支持金物）

ガラス

ガラス面֎の変Ґモデルガラス面内の変Ґモデル

参考：一般のカーテンウォールの耐震性能

層間変位
δ＝H/300
δ＝H/200
δ＝H/150

要求性能
防水シールに損傷無し
主要部材に損傷無し
破損脱落無し

ߏ๏の機ߏ)%1˙

‒෩ѹੑ
ガラスを点で࣋ࢧするため強度のߴいガラスを使

用してもมܗがେきくなりますので、たわみྔを

して設計します。したがってガラスにൃੜするྀߟ

Ԡྗおよびたわみྔにより、ガラスのްさ、࣋ࢧ点

をܾ定します。

※1-"/"R F*55*/( 4:45E.5.はイΪリス1*-,*/(50/ࣾのొ商ඪです。

フィッティングφットとΩϟップφットを2ͭ࣋ったシス
テムで、࣋ࢧ部ࡐはこれΒのφットにはさまれたスプ
リングプレートで取り付けます。1*-,*/(50/ࣾの開ൃ
したܕݪをੑ能の上など日本の実ঢ়に合Θせたも
ので࠾用ྫのଟいシステムです。

Ϙルトを1ͭࡼ のフィッティングφットにͶじࠐΉシステ
ムで、࣋ࢧ部ࡐかΒग़たスプリングロッドにࡌせるだけの
シンプルなߏ成です。%1(ߏ๏ಛ有のシンプルなܗঢ়を
ͭくることができます。
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ロッキング
（回転）

金属部材

๏ߏ)1&

‒ಛɹ
1 σβΠϯੑ

໘ガラスのίーφーやΤοδの෦にۚଐ෦

。法ですߏする࣋ࢧをऔりけ、෦తにガラスをࡐ

ੑࢹಁ 2

ガラスをࢧえるۚଐ෦ࡐがとてもখさいのでಁࢹ

性のߴいガラススΫϦーンをߏできます。

� όϦΤーγϣϯ

ガラスに施す加工が少ないので強Խガラスにݶら

ず、ഒ強度ガラスやϑローτ板ガラスも使うこと

ができます。合わせガラスやෳガラスなど多༷な

ガラスにରԠՄ能です。

‒ੑ
。え方ですߟ法とಉじߏ本తにはैདྷのサοシج

ガラスとۚଐ෦ࡐのؒのΫϦΞランスにより耐

性能をൃشします。

ୠし、ガラスのؒをۚଐ෦ࡐが؏௨しています

のでスΣΠ（ਫฏҠಈ）にはݶքがあります。ͦ

のためओにロοΩング（ガラスのճస）により

。となりますߏػऩするٵのมҐを࣌

‒෩ѹੑ
'&.ղੳをもとにۚଐ෦ࡐまわりやガラス֤෦の

Ԡྗがガラスのڐ༰ԠྗҎԼとなるよう設計しま

す。また、มܗがେきい合はたわみྔもྀߟし

てガラスのްさ、ۚ ଐ෦ࡐのをܾ定します。

˙E1(ߏ๏の機ߏ

E1(ߏ๏の変Ґモデル

˔東京駅ീॏऱޱグランルーフ（東京）
　ઃܭ：日ݐઃܭ・ジΣイアール東日本ݐஙઃܭ事所J7
ࣛ：ࢪ　 ౡݐઃ・鉄ݐݐઃJ7
　E1(ߏ๏
　高ಁաガラス「Φプティホϫイト」
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˔ઍ༿大ֶҩֶ部ෟଐපӃ֎来ྍ౩（ઍ༿）
　ઃܭ：ઍ༿大 ܭถઃٱֶ・
ࣛ：ࢪ　 ౡݐઃ
　1F(ߏ๏
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๏ߏ)'1

‒ಛɹ
1 σβΠϯੑ

ガラスΤοδลのҰ෦にऔりけるۚଐ෦ࡐで໘

ガラスを෦తに࣋ࢧするߏ法です。

ੑࢹಁ 2

ൺֱతେੇ法のガラスにରԠしたۚଐ෦ࡐの設計

がՄ能で、スέールײのେきいガラススΫϦーン

をߏできます。

� όϦΤーγϣϯ

ガラスに施す加工が少ないので強Խガラスにݶら

ず、ഒ強度ガラスやϑローτ板ガラスも使うこと

ができます。合わせガラスやෳガラスなど多༷

なガラスにରԠՄ能です。

‒ੑ
設計条件やۚଐ෦ࡐのೲまりにより異なります。

ガラスとۚଐ෦ࡐのؒのΫϦΞランスにより耐

にする方法や、ۚଐ෦ࣗࡐମをスラΠυさせる方法

があります。ガラスのੇ法やཁٻされるมҐྔや

ۚଐ෦ࡐのೲまりなどにしたがって設計します。

金属部材

金属部材

スウェイ
（水平移動）

ロッキング
（回転）

˙1F(ߏ๏の機ߏ

1F(ߏ๏の変Ґモデル

‒෩ѹੑ
'&.ղੳをもとにۚଐ෦ࡐ先෦やガラス֤෦

のԠྗがガラスのڐ༰ԠྗҎԼとなるよう設計し

ます。また、มܗがେきい合はたわみྔもྀߟ

してガラスのްさ、ۚ ଐ෦ࡐのさをܾ定します。
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‒͝ҙ
1�Ԇমのおͦれがある෦、耐Րをཁٻされるࠜ

など防Ր্の੍ݶのある෦にͭいては使用できま

せん。使用する合は特定ߦிなどのご確認が

必ཁです。（ೖ板ガラスは使用できません）

2�スパンυレル෦においてはガラスのࣨଆに耐Ր

を必ཁとする（ؒ۠ը）ため、ガラスのऔりߏ

け方法を検討する必ཁがあります。

��あらかじめガラスのམԼやऔりସえなどにͭいて

検討する必ཁがあります。また、ສҰの破損࣌を

ྀしམԼ防止ાஔを必ずおとりください。

��ࠜ・൳などのਫฏ໘に使用する合はམԼ防止

ાஔを必ずおとりください。

‒ઃܭɾ্ࢪͷ͝ҙ
1�建の建設、建のܗঢ়、ߴさなど設計風圧ྗ

をܾめるための条件（ࠃަ௨ল1ࣔࠂ���߸にج

ͮく設計風圧ྗの計ࢉのため）、もしくは風ಎ実験に

。くださいࣔࢦく設計風圧ྗをごͮج

2�建築ߏମのมྔܗなど、ガラスがऔりけられ

る໘のؒมҐྔをࢉग़できる条件をごࣔࢦくださ

い（ガラス໘、໘֎および্Լなどの条件）。

��積雪۠Ҭのࠜ・൳などは積雪ՙॏの検討が必ཁ

ですのでごࣔࢦください。

��強ԽガラスはສҰの破損によるམԼ事故をྀߟし、

ਨ使用の合、্またはচ໘からのߴさ�mҎ

Լでご使用ください。これをえるߴさに強Խガラ

スを使用する合は、ສҰの破損࣌に༗ޮな強Խ合

わせガラスのご採用をおめいたします。

ඈࢄ防止ϑΟルϜの合は、མ防止্、適なష

りけおよびషりସえ方法など注意が必ཁとなりま

すので、ϑΟルϜϝーカーにご確認ください。

��ガラスのかかりしΖがখさくガラスが破損にࢸっ

た合は、をෛいかͶます。また、破損ௐࠪଞ

ग़ு費用༗ঈとなりますのでご了承ください。

˔"J-$JUZ�ॶϒレーΩ（࡛ۄ）
　ઃܭ：プランテック૯合ܭ画事所
・ࠤ前田：ࢪ　 ౻J7
　E1(ߏ๏
　-PX-Eෳガラス「ペアϚルν-PX-E」
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